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ふるさと
吉富町 第31回 プレイバック！平成 ③

●6月号　　図書室蔵書の検索システム導入
●3月号　　幸子の故 梅津幸雄さんが新種の
　　　　　  コケを発見
コケの和名は、発見者である梅津さんにちなみ、
「ウメヅハマキクバゴケ」と名付けられました。

●5月号　 「吉富町安全・安心
　　　　　  パトロール車」出発
●5月号　　吉富小学校にて
　　　　　「自校炊飯」開始
給食室に炊飯施設が完成し、
温かい炊きたてのご飯が食べ
られるようになりました。
●3月号　　吉富小学校「五輪ブランコ」撤去

●6月号　 「東日本復興支援イベント」実施
同年３月に発生した東日本大震
災の被災地を支援するため、例
年の春まつりを「復興支援イベ
ント」として実施しました。
集まった義援金と寄せ書きは、
７月に気仙沼市へ届けられまし
た。

●4月号　　第1回「７０kmウォーク」開催
今ではすっかりおなじみとなった一大イベント
は、町政施行70周年記念事業として開催された
のが始まりでした。
●7月号　　広報の担当課が教務課から企画財政
　　　　　　課に変更

平成21年度

平成２２年度

●12月号　吉富小学校・吉富駅周辺地区が
　　　　　「ゾーン30」区域に指定
区域内の自動車制限速度を一律30キロに規制
するもので、オープニングセレモニーも実施され
ました。

●5月号　　通学路に斬新な道路標示登場

●５月号　　広報誌一部カラー化
「ふるさと吉富町」連載開始

●１０月号　町内巡回バス車両
　　　　　 更新
ポップなデザインも目を引く
車両が導入されました。
翌年には、ラッピングトラック
の運行も始まりました。

●12月号　「広報よしとみ」
　　　　　　第800号を発行
その後、平成31年4月に発行
された第804号が平成最後
の広報誌となりました。

私たちが暮らす「吉富町」には、現在に至るまでの数々の歴史があります。
そして、そこには現在の快適な生活のベースがあります。
そんなふるさと吉富町について、いろいろな視点からご紹介していきます。
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　過ぎゆく「平成」の吉富町をプレイバック！ここでは、町の新聞とも言える「広報誌」の掲載記事から、町誌や年表
には掲載されないけれど記憶に残しておきたい…そういった出来事を中心に、３回にわたって紹介します。今回は、
平成21年度から平成の終わりまでを振り返ります。


